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【背景と目的】 
Non-alcoholic steatohepatitis (NASH)は肝硬変，肝癌へ進展する疾患であり、近年著しい増加
がみられる。NASHの診断は肝生検が golden standardだが、侵襲的で、反復して行う事が困難
である。近年超音波やMRIを用いた硬度測定の技法 elastographyが臨床応用されている。NASH
において、これら elastogrphyから得られる情報と病理学的所見とを比較検討した報告は少な
い。 
今回 NASHモデルラットを作成し、超音波 elastography (SWE)を用いて肝の粘弾性を定量的
に測定し、弾性測定機を用いて肝の弾性を測定した。両者の測定値を病理組織学的所見と比
較検討した。 
【方法】  
雄のWister系ラット 20匹に 32週までメチオニン・コリン欠乏食(MCD食)を与えたラット
を NASH群、コントロール食を同期間与えたものを対照群とした。一定期間毎にラットの肝
臓を SWEを用いて in vivoで粘弾性を、弾性測定機を用いて ex vivoで弾性を測定した。測定
し終えた肝臓はホルマリン固定し、NASH Clinical Research Network scoreに基づき脂肪化，炎
症，肝細胞の ballooning，線維化を評価し、SWEと弾性測定機による測定値との関係を比較検
討した。 
【結果】 
SWEより得られた粘弾性係数は、組織学的に NASHの程度が進行すると増加傾向を示し、
脂肪化(P = 0.030)，炎症 (P = 0.002)，ballooning (P = 0.012)，線維化 (P = 0.029)との間に統計学
的有意差を認めた。 
一方、弾性測定機より得られた弾性係数は、NASHの線維化の進行との間のみで、有意差を
持って増加傾向を認めた(P = 0.033)。 
【考察】 
 Elastographyにより測定される肝臓の硬さは線維化等による弾性と、炎症等による粘性の両
者で規定されるといわれている。 
今回の検討では SWEより求めた NASH肝の粘弾性と、弾性測定機より求めた弾性との間に
は違いがみられた。これは SWE より求めた粘弾性は脂肪化，炎症，ballooning による粘性と
相関し、弾性測定機より求めた弾性は線維化と相関がある事が示された。 
以上から、肝線維化の進展前の、早期 NASHの脂肪肝からの拾い上げに有用と考えられる。
更には線維化の進展に伴い、SWE 測定値が増加すれば肝硬変，肝癌発症のリスク予測に有用
となることが期待される。 
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